
八戸市の都市化について

石矯留期

l はじめに

八両は江戸初期に城下町として形成おれ、以後漁業、 してきた。そして昭和識に

入る i改穆工事等比伴って多くの工場が集積するようになり、昭和 30年代以降はま

して発麗しているといえる母 ζの論文では、以上のような ζとを背景にして八戸市の都市

化がどのようになされたかという ζと してみた。

2. 市街地の拡大

現夜の八戸市簡地の基礎は江同時代の城下町としてであり、以稜青森県南から桂子県北記及ぶ地方

して発達してきた。 ζの発展をうながしたのは鮫機の掃運であるo 明治期比入ると金融

高業機能も った。しかしそれと 明治期は相対的に地位が低下した時

期でもある。つまり明治 2"年東北本線の開通や 27年務線の関連により物資椛i顔面において八戸港、

の機能が一時後退することになる。しかし大正窮に入ると く進展し、本格 と

して日の出セメントが進出した。 ζの時期に港湾工業都市としての基礎が留められたと思われる。次

に、大正 3年以後の地形図や用いて市街地の拡大についてみてみたい。第 1留はその形成過程をみた

もな〉で、ある。大正時代には鮫から臼銀・湊・小中野・八戸や経て尻内i乙至るまでだいたい東西方向に

しているe昭和 19年

まででは八戸と小中野の連結がみら

れる。 ζれは大正 14年氏自の出セ

メントが新井田川右岸氏立地

や市営住宅が建設された ζとはより

させられた。また昭和ら

繰が久諮まで毘通し昭和?

穂、襟の蕗築が完5えした。 ζ出 ζ とに

より襲・白銀・較の合地下的道路沿

いιおいて市街化がなされている。

しかし、上水道施設、

II融事街地の草丈
聞聞聞 大正諸島端

鼠~ 大正 3年~胞魚崎
組が狩~-...略釦~

緩和泊年~唱制拡4-

渡れから台地上へり拡大はまだみられない。昭和 19年から 28年においては、 一湊ー較

争結点、東西の畿を輔氏道路沿いに市密地が発達している。また、湊・白銀・鮫地じまでは昭和 25年三

島下の湧7J<の揚水によって住宅が段丘面上に進出し水詫加工場も建設されるようになって市街地か守有
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部iこのびはじめている窃詔和 28年から 4 5年比ついてみると読成市街地や叡ち富むかたちで市信先

が大きくなされておりまた大館・自議・鮫地区での南部合地上への拡大が大きい。また摂域付近での

拡大も大きく、尻内と八日の市密地が連結している O 昭和30年代から 40年代iこかけては、第一工

より八戸低地全域ι工業機能が集積し工業化が進展し

であり、それに持って本八戸駅裏…携に中・小工場や住宅が立地し市語化がなされている。以上みて

きたように八戸は最初東西万向を軸北線状に市窮地が拡大してきたが戦後は工業化に伴って南北万向

に語的に拡大しつつあるといえる。

3 人口

八戸市の人口は昭和 4i手の市市随行当時わずから 10 0 0人であったが、昭和 25年には 100000

入、 41年比は20 0 0 0 0入を突破して 51年8月現在 229000人に達している。轄に総和 29年

以降かも急敢な増加がみられる。 29年から 33年までは周辺軒村山合併による急増であるが、それ

以後も人口急増額向がみられ33年から 42年までの 10年間に約 40000入の堵加がみられる。

社会動態では 32 4 2年まで年平均 21 0 0入の社会増がみられる。 43年以持、社会動揺は

マイナ あり、 増加傾向も頭打らのきざしがみられる。

4. 工業化について

言言語のように最初の工場進出は大正時代む昆の出セメントの進出で新井町111志岸に立地した。昭和

1 2年には馬諒111/昌河日右岸に呂東北学、さらに日本砂鉄等の砂鉄工場が立地し小中野、沼器地区の

このよう

とによるものである。堅手[J2 0年代に入ると

i孟に多く集寵している。 30年代に入ると

よれ整擦が混んだこ

-小中野地

く した Q

3 1年八バヵース、 32年太平洋金属、 3 3年産北火力 、石油分配基地などである。さらに 35年に

は東北砂鉄、東新鋸業等が馬淵川左岸C北詔・八太部地区に立地し、 40年代に入り

に停って三菱製紙、八戸製錬等が進出し、 として発展している。また近年この地域に鉄

工団地がつくられ、さらに市川地区には水産加工田地がつくられ、工業機能の再組成が与されている。

5. 件宅地の拡大

2菌及び第 3図は昭和 33年から 42年まで、 42年から 51年までのそれぞれ9年間比おける

人口増械の指数制日暫村単位の地区別にあらわしたものである。この地区別人口増減を指標として住

宅地の拡大会考察してみた。

(1) 詔和 33年から 42年まで
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第 2閣によると、三八域、根域、大館措置で指数 16 0以上で著しく増加している。 i惑に減少の

みられるのは是川、銭、難橋地区の農村地帯である。三八接地区は語数 16 6、実数で 79 0 0入

の増加である。この地区に拭五日耳、十三日前などの中心街があるわけだが、これらの中心禽で、は

3 0年代中ごろから梓滞ないし誠少傾向にあり、おもに増加しているのは、中心部周辺および城下、

沼館の本八戸駅義一帯である。根城地区は指数

160実数で 50 0 0人の増加でみる。 ζの地

区は八戸駅と八戸中心部の中障にあり、それを

結ぶ道路沿し¥段丘上i乙宅地化が進んだ。 28 

年、職業訓練校 33年、

3 4年から

そして 37年、司法センターの移転立地、 38 

のアパートの

年 された。以上の
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ような公共臨設、学技の進出が捺動力となって

宅地化が進んだ。大館地区は指数 16 3、

で、 4000人の増加である。この地区は 33年

された直後は減少額向であったが、

紹和 38年八岡市として初めての大観模な住宅器地が造或された ζとによち宅地化が進んだ。

(2) 昭和 42年から 51年まで

第 8凶によると人口急壇地区は根城、是!日、大館、白銀む頭部の地域である。減少地区法三八城、

小中野、 較、 南浜ぬ 6地区であり、

中心部におけるドーナツ化現象がみられる O 摂

奴士患Eまは指数 16 0 、実数で 80 0 0人の壇加

であり昭和 30年代の公共施設、 キ。
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らには 39年から 49年にかけ

業また近年における 8・4・8話路の建設など

により段日上を中心に宅地化が準んでいる。是

JII地区は指数 255、実数で 50 0 0入の増加

である。昭和 46年からら 1年にかけて是JI

宅団地が建設された ζとによる。 ζのこと民よ

りパス路議会溌達し、 49年記は商業高校が移

転立地し、今後も宅地化が進むと思われる。大舘地区は指数 167、 で 6 700人の増加で

3 9年から 4 2年の旭ケ丘団地が先がけとなり県営住宅や民間の団地の進出など走者しく宅地化が

盛んである。白銀地区は指数 16 6、実数では 9600人と著しく している。 43年から46
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年はかけての白義平並宅団地の建設、さらに鞍ケ丘団地と合地上での宅地化治安着しし'0またら 1年

には自銀から鮫にかけて大規模な住宅団地の建設カ若十銅されている。次に人口減少地区である三八

域地区は指数 77、実数で45 0 0人の減少である。中心市街地の拡大広伴うドーナツ化現象であ

るが、本八戸駅裏地区では、まだ宅地化がみられる。小中野地区は指数 79、実数で 5800入の

援少である。 ζの地誌は、住・商・工毘在端区であり公害がかなり強く~饗していると患われる。

7. 結び

以上みてきたように八戸前においては最初東西方向を輸に隷状に市街也が拡大し、戦樹立上水道擁

設の整備等により台地上への拡大が進み、南北万向iζ面的に市錦地が拡大してきたといえる。そして

尻内…八戸一棲・鮫寺結ぶ線を境に北部では八芦抵地帯、 jヒ吊・八太郎地区を中心iこ:工業化が、高部

では按域。大館・白銀地匹等の合地上を中心に生宅地イじが車離している。また近年八戸市においては

鉄工団地、水産加工問婚の建設、そして卸売団地、在宅関士患の建設等住宅、主主産、流通等の機能が再

編成されている。現在、八月市における都市化は、 ζのような諸機能の再鋸成期の段階にあると息われ

るO

最後に革論文作成にあたり、鰐助言、御指導をいただいた横山先生、水野先生に深く感語いたしま

す。
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